


2広報あさぎり

犬童町長より平成17年度のあさぎり町施政方針が示されました。

た　します。

9.商工、定住促進

10.体育の振興

11.林業事業

12.水道事業

13.下水道事業

14.学校教育

15.生活環境整備

・免田駅前の活性化を図るとともに、町内全域の
均衡ある発展を進め賑わいのある町づくりを進
めていく

・旧免田町において策定された中心市街地活性化
基本計画を基として、ＴＭＯ構想の実現に向け
た推進委員会を立ち上げ、商工会を中心として
賑わいのある町づくりの具体策を練り上げてい
く

・工業に関しては、制度資金利子補給事業、工場
設置奨励事業等の関連施策を活用しながら、地
域産業の振興に努める

・観光振興施策については、球磨人吉が一体とな
った旬夏秋冬キャンペーンへの参加とその活用
を図り、あさぎり町の個性を生かした独自の観
光資源のＰＲ、観光ルートの開発とその整備に
取り組む

・数ある公共施設を活用したスポーツや文化団体
の合宿の誘致についての検討や、農家民泊の推
進など、都市生活者との交流を盛んにしていく
方策を進める

・「町民のための自主運営ができるあさぎり町総合
型スポーツクラブ」の設立を図る

・スポーツフェスティバル、球磨川マラソン大会、
支部体育祭、分館対抗町内一周駅伝大会の各種ス
ポーツ大会のさらなる充実を図り、あさぎり町体
育協会の育成強化に努める

・人吉市、球磨郡を会場として第６０回熊本県民体
育祭が開催される。あさぎり町では、8種目1 4会
場で競技が行われるようになっているが、選手が
日頃の練習の成果を充分発揮できるような環境整
備を図る

・財産区の利用間伐を実施し、除間伐を実施予定
・植栽を深田地区の8 . 7 h a、下刈り1 6 . 3 3 h aの造林

を実施予定
・森林災害復旧事業として、町有林・財産区の台風

被害木整理、跡地造林を計画
・私有林の育成整備として、優良間伐流通促進事業、

高齢級間伐支援交付金事業等を実施予定

・上川北地区改良の実施設計及び整備事業等

・将来の水道事業の統合に向け、旧5カ町村の均

衡のとれた給水条件の整備を計画

・平成2 5年度の整備完了を目指し、平成1 7年度

末での面積での整備率7 0％を目標に計画的に

事業を進める

・中学校の統合や通学区域の在り方について学校

規模等適正化審議会においての調査を踏まえ今

後の方針を見いだしていく

・学校給食施設の管内6箇所の給食施設を統合

し、新たにあさぎり町学校給食センターを設置

する（平成18年度の2学期からの供用開始予定）

・地域が一体となった地球環境保全に向けての取

り組み

・ごみの減量化とリサイクル推進のため、各行政

区や各種団体等と連携しながらごみの分別収集

の徹底や簡易包装の促進、環境への負荷の少な

い製品の購入の推進を行う

・廃棄物の不法投棄の防止、野焼きの禁止などを

強く呼びかける
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平成17年第１回定例議会の冒頭で、

その内容を、抜粋・要約して掲載いた　

１.行財政改革

2.地域情報化推進

3.あさぎり町内どこに行くにも15分以内構想

4.あさぎり町の基幹産業である農業の振興

5.高齢総合対策

6.福祉事業

7.生涯学習

8.健康づくり

・行財政改革推進室の設置

・行財政改革プランを着実に実施するために、住

民との協働によるまちづくりと簡素で効率的な

行財政システムを構築することとし、総合計画

に掲げた夢ふくらむ4つの戦略プロジェクトに

取り組む

・地域基本計画を充分に精査し、事業の内容等に

ついて住民説明を行う

・民間事業者とのタイアップ等を含めて検討を加

え、事業費の節減を図る（CATV事業）

・生産基盤の充実、地域内・地域間広域交流を図る

ため国県道を軸（東西軸）に、これに連動した南

北軸を形成し環状骨格道路、放射状道路の構築

・継続事業で緊急性の高い生活関連道路の早期完成

に努め、過疎地域自立促進計画と1 5分構想との整

合性を保ち、安全で快適な生活環境を創出し、地

域内、地域間の多様な交流を育むことができる道

路網の整備を図る

・「あさぎりブランド農産物」の確立に向け、本

年も、継続的に取り組みを行い「あさぎりブラ

ンド農産物第1号」が出荷できるよう、更なる

推進を行う

・効率的な農業経営を積極的に支援するための農

業公社の設立に向け、行政、ＪＡが連携し、関

係機関も一体となって調査・研究する組織、プ

ロジェクトチームを立ち上げていく

・「高齢者の生きがいづくり」、「要介護状態にな

らないための介護予防の取り組み」、「高齢者一

人ひとりの自己実現のために地域でできるこ

と」といった、高齢者福祉を通じて地域福祉や

まちづくり全体を考え、住民がいくつになって

も幸せに暮らせるまちづくりを目指す

・地域福祉計画、次世代育成支援行動計画に基づ

いた福祉行政に取り組む

・乗り合いタクシー、学童保育、身体障害者のリ

ハビリ教室を引き続き行っていく

・町内の関係機関と連携し児童虐待防止連絡会議

を設置し、虐待の防止に努める

・地域ぐるみで子育てを支えていくために、講演

会、人材育成を行う事業として、子育て応援団

推進事業の計画

・須恵文化ホールやせきれい館などの公民館施設

を生涯学習の拠点として「いつでも、どこでも、

だれでも」学ぶことができる学習環境づくりに

更に取り組む

・健康づくりの基本である「栄養」「運動」「休養」の

三本柱を中心とした、町民皆健康づくり運動の展開

・「産んでよかった」、「育ててよかった」と感じて

いただける様な、総合的な子育て支援環境づくり

を構築するために、妊娠、出産、子育て等、その

時に必要な支援、相談体制の充実を図る
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平
成
17
年
度
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

あさぎり町が誕生して２年が経過しました。

平成1 7年度も基本目標であります、「若い町　豊か

な町　そして　夢ふくらむあさぎり町」の実現に向け

てさらに取り組みを強めていきます。

国の予算は４年連続の「緊縮型予算」となっており、

合併時には予想もできなかった三位一体改革を受け

て、あさぎり町においても、これに対応すべく行財政

改革推進室を新たに設置し、行財政改革を早急に徹底

して行い、財政基盤の強化を図っていきます。

歳
　
入

▼
町
税

10
億
３
３
６
９
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
１
９
３
万
千
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

主
に
固
定
資
産
税
が
伸
び
て
い

ま
す
。

▼
地
方
譲
与
税

２
億
４
９
４
０
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
４
８
７
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
で
の
財
源
移
譲

と
し
て
所
得
譲
与
税
が
伸
び
て
い

ま
す
。

▼
利
子
割
交
付
金

１
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と

同
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▼
配
当
割
交
付
金
・
株
式
譲
渡
所

得
割
交
付
金

合
わ
せ
て
２
２
０
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
１
１
０
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
度
か

ら
の
新
設
の
交
付
金
で
、
県
民
税

の
配
当
割
・
株
式
譲
渡
所
得
割
に

つ
い
て
１
０
０
分
の
68
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

▼
地
方
消
費
税
交
付
金

１
億
４
２
０
０
万
円
で
、
前
年　

度　
と　
同　
額　
を　
計　
上　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

▼
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

１
４
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と

同
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▼
自
動
車
取
得
税
交
付
金

５
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と

同
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▼
地
方
特
例
交
付
金

４
２
６
０
万
円
で
、
前
年
度
と

同
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▼
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

４
３
０
万
円
で
、
前
年
度
と
同

額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▼
地
方
交
付
税

45
億
９
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
１
億
１
８
４
０
万
円　
の　
増　

額　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

普
通
交
付
税
は
地
方
財
政
計
画

で
は
、
0.1
％
増
で
す
が
、
前
年
度

交
付
実
績
で
伸
び
て
お
り
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
用
料

及
び
手
数
料

２
億
４
６
７
５
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
１
６
３
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

▼
財
産
収
入

４
０
８
６
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
１
２
４
７
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

● 歳 入

一般会計当初予算
１０２億１，９７０万円
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▼
国
庫
支
出
金

８
億
６
９
３
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
３
１
７
１
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

税
源
移
譲
に
よ
り
減
額
さ
れ
、

所
得
譲
与
税
、
県
負
担
金
に
振
り

替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
県
支
出
金

６
億
４
０
１
９
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
１
８
９
１
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

県
費
と
し
て
税
源
移
譲
さ
れ
た

た
め
増
額
と
な
り
ま
す
。

▼
繰
入
金

５
億
１
２
０
０
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
２
億
５
４
０
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
よ
り
財
源
不
足

分
５
億
円
を
繰
入
れ
て
い
ま
す
。

▼
繰
越
金

前
年
度
の
繰
越
金
と
し
て
、
２

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▼
諸
収
入

９
６
９
８
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
１
６
８
７
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

雑
入
に
分
類
さ
れ
て
い
る
収
入
に

つ
い
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

▼
町
債
（
地
方
債
）

15
億
３
５
８
０
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
１
億
９
２
７
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

起
債
の
借
入
が
見
込
め
る
事
業

に
つ
い
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
　
出

▼
議
会
費

議
会
の
運
営
に
係
る
費
用

１
億
３
５
０
２
万
円

▼
総
務
費

町
全
体
の
管
理
や
、
職
員
の
給

与
、
企
画
、
選
挙
、
住
民
基
本
台

帳
の
管
理
に
係
る
費
用

５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

・
区
運
営
助
成
金
　
２
１
７
万
円

・
球
磨
川
水
源
の
森
購
入
負
担
金
　

３
２
７
万
円

・
夢
ま
つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金

１
６
２
０
万
円

・
夏
祭
り
補
助
金
　
６
０
０
万
円

・
国
勢
調
査
　
　
　
６
９
２
万
円

▼
民
生
費

児
童
、
老
人
、
障
害
福
祉
な
ど
、

福
祉
の
充
実
の
た
め
に
使
う
費
用

16
年
度
で
地
域
福
祉
計
画
（
次

世
代
育
成
・
障
害
者
プ
ラ
ン
・
あ

さ
ぎ
り
健
康
21
）
の
策
定
が
終
了

し
、
平
成
17
年
度
か
ら
本
格
的
に

動
い
て
い
き
ま
す
。

・
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

８
４
０
０
万
円

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
補
助
金

５
０
５
万
円

・
福
祉
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業

７
４
５
万
円

・
生
き
が
い
活
動
支
援
事
業

１
９
５
８
万
円

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業

１
０
３
万
円

・
敬
老
会
式
典
　
　
６
０
４
万
円

・
知
的
・
身
体
障
害
者
施
設
訓
練

等
支
援
事
業１

億
４
２
８
８
万
円

・
乳
幼
児
医
療
費
給
付
事
業

４
０
５
１
万
円

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

８
６
１
万
円

▼
衛
生
費

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
住
民
健

診
や
、
環
境
保
全
に
使
う
費
用

・
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

２
１
１
５
万
円

・
住
民
健
診
委
託
料

１
億
４
０
７
３
万
円

・
母
子
保
健
事
業
　
９
２
０
万
円

・
予
防
接
種
事
業

１
０
８
５
万
円

・
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

１
６
７
万
円

・
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
負
担

金
（
ご
み
・
し
尿
処
理
）

１
億
７
１
９
５
万
円

● 歳 出

基本的にすべての費目において、
10％以上の削減を目指しました
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▼
農
林
水
産
業
費

農
業
振
興
、
林
業
振
興
に
使
う

費
用本

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
ゆ
と
り

と
魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
」
を
目

指
し
、
土
地
基
盤
・
施
設
整
備
な

ど　
生　
産　
基　
盤　
の　
整　
備　
を　
行　
い　
ま　
す　
。　

・
農
業
経
営
基
盤
強
化
事
業
・
農

業
経
営
者
育
成
事
業
・
水
田
農

業
経
営
確
立
対
策
事
業
・
農
業

農
村
活
性
化
対
策
事
業
・
畜
産

事
業
　
　
　
６
２
２
７
万
円

・
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業

４
４
１
０
万
円

・
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業

８
１
０
３
万
円

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

４
７
０
９
万
円

・
林
道
の
整
備

７
３
８
６
万
円

▼
商
工
観
光
費

商
工
業
や
、
観
光
振
興
、
定
住

促
進
の
た
め
の
費
用

・
商
工
会
補
助
金

１
９
０
８
万
円

・
ふ
る
さ
と
振
興
社
補
助
金

７
０
２
万
円

・
定
住
促
進
事
業
交
付
金

５
０
０
万
円

・
結
婚
対
策
事
業
補
助
金６

０
万
円

▼
土
木
費

道
路
や
橋
、
河
川
や
公
園
の
維

持
管
理
、
公
営
住
宅
建
設
に
使
う

費
用あ

さ
ぎ
り
町
に
お
け
る
道
路
網

の
整
備
は
、
経
済
、
文
化
面
な
ど

様
々
な
分
野
で
人
・
物
・
情
報
が

行
き
交
う
交
流
基
盤
の
整
備
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

・
道
路
整
備
事
業

６
億
１
０
２
６
万
円

・
公
営
住
宅
建
設
事
業

１
億
８
０
６
０
万
円

▼
消
防
費

皆
さ
ん
の
安
全
な
生
活
を
守
る

た
め
、
消
防
や
防
災
に
使
う
費
用

・
上
球
磨
消
防
組
合
負
担
金

２
億
３
５
９
２
万
円

・
防
火
水
槽
整
備
事
業

１
６
４
０
万
円

▼
教
育
費

よ
り
よ
い
学
校
教
育
や
生
涯
学

習
、
文
化
財
の
保
護
な
ど
に
使
う

費
用学

校
教
育
で
は
、
町
の
教
育
方

針
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
教
育

環　
境　
の　
整　
備　
を　
行　
っ　
て　
い　
き　
ま　
す　
。　

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
や
せ
き
れ
い

館
を
は
じ
め
、
町
内
公
共
施
設
の

有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
学
習
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

・
外
国
青
年
招
致
事
業

１
４
１
８
万
円

・
小
・
中
学
校
の
施
設
整
備

１
１
２
４
万
円

・
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
・
せ
き
れ
い

館
自
主
文
化
事
業

４
３
６
万
円

・
伝
統
芸
能
継
承
補
助
金

１
１
２
万
円

・
球
磨
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
補
助
金
　

３
０
０
万
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

５
億
５
４
４
０
万
円

▼
公
債
費

町
の
借
金
を
返
す
た
め
の
費
用

・
地
方
債
の
元
利
償
還
金

15
億
３
３
６
３
万
円

■平成17年度　特別会計 （単位：千円・％）
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桑
原
指
揮
隊
長
の
総
指
揮
で
開
始
さ
れ
た
今
年
の
入
退
団

式
。
坂
口
副
団
長
、
11
名
の
分
団
長
を
は
じ
め
65
名
の
退
団

者
へ
退
団
辞
令
、
今
回
入
団
さ
れ
る
41
名
の
新
入
団
員
に
団

員
辞
令
の
交
付
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
第
七
分

団
一
部
（
黒
田
）
の
坂
井
敏
幸
さ
ん
が
「
宣
誓
」
を
行
い
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
犬
童
町
長
よ
り
「
災
害
発
生
の
潜
在
性
は
年
々

高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
町
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
新
入
団
員
へ
の
歓
迎
と
退
団
者
へ
の
労
い

の
式
辞
が
あ
り
、
続
い
て
鬼
塚
団
長
よ
り
「
相
次
ぐ
震
災
の

発
生
で
驚
い
て
い
る
。
被
害
を
最
小
限
で
抑
え
る
の
が
消
防

団
の
務
め
。
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
訓
練
を
重
ね
て
地

域
の
期
待
に
応
え
る
消
防
団
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。」
と
訓
辞
が

あ
り
、
各
分
団
毎
に
通
常
点
検
が
行
わ
れ
き
び
き
び
し
た
動

作
で
本
部
の
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
退
団
さ
れ
ま
し

た
団
員
の
皆

さ
ん
、
永
年

に
わ
た
る
消

防
活
動
お
疲

れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
入

団
さ
れ
た
41

名
の
若
人
の

皆
さ
ん
、
頑

張
っ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
今

回
永
年
勤
続

表
彰
の
伝
達

等
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

41名の新入団者を代表して宣誓を行う坂井さん

41名の若人が入団
平成17年度あさぎり町消防団入退団式

あさぎり町消防団の入退団式が桜の花も満開となった上総合運動公園グラウンドで行われ、4 1名の新入

団員に鬼塚団長から団員辞令が交付されました。

地
域
消
防
力
の
強
化
を
！

消
防
団
機
械
器
具
引
渡
式

あ
さ
ぎ
り

町
で
は
、
地

域
消
防
力
の

強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平

成
16
年
度
防

災
基
盤
整
備

事
業
に
よ
り
、

老
朽
化
が
目

立
っ
て
い
た

消
防
団
機
械

器
具
の
更
新

が
行
わ
れ
、

３
月
28
日
、

役
場
本
庁
舎
前
駐
車
場
に
お
い
て
町
か
ら

地
元
消
防
分
団
へ
の
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

総
事
業
費
は
約
１
１
５
０
万
円
で
配
備

先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

第
２
分
団
４
部
（
清
水
地
区
）

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

第
13
分
団
２
部
（
内
山
地
区
）

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ

第
８
分
団
２
部
（
永
岡
地
区
）

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ

第
12
分
団
２
部
（
寺
池
地
区
）

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ

第
14
分
団
１
部
（
下
里
地
区
）
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町
内
で
意
欲
的
に
加
工
食
品
の
製
造
販

売
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

を
対
象
と
し
た
第
３
回
ふ
る
さ
と
加
工
品

開
発
セ
ミ
ナ
ー
が
３
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
く
ま

中
球
磨
営
農
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
特
産
品
で
あ
る
豆
乳

や
そ
の
原
料
の
大
豆
、
お
か
ら
、
青
大
豆

を
使
っ
た
様
々
な
加
工
食
品
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
加
工
食
品
の
適
正

表
示
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

話
が
人
吉
保
健
所
担
当
者
か
ら

行
わ
れ
た
あ
と
早
速
各
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
持
ち
寄
っ
た
手
作

り
の
加
工
食
品
の
紹
介
と
試
食

会
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
出
品

加
工
品
の
商
品
化
を
目
的
と
し

た
評
価
品
評
会
で
作
り
方
な
ど

の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

あ
さ
ぎ
り
町
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

大
会
が
、
３
月
27
日
せ
き
れ
い
館
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
で
尾
曲
恵
子
会
長
（
免
田
婦
人
会

長
）
の
挨
拶
の
後
、
新
年
度
の
予
算
・
事

業
に
つ
い
て
議
事
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
が
あ
り
、
新
会
長
に

信
頼
さ
れ
、
売
れ
る
特
産
加
工
品
を
つ
く
ろ
う
！

第
３
回
ふ
る
さ
と
加
工
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー

新
会
長
に
坂
本
さ
ん
を
選
任

地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
大
会
お
よ
び
ミ
セ
ス
セ
ミ
ナ
ー

坂
本

さ
ん
（
上
婦
人
会
長
）

が
選
任
さ
れ
「
力
不
足
の
私
で

す
の
で
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
ミ
セ
ス
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
、
講
師
に
県
内

各
地
に
自
転
車
で
出
か
け
ケ
ー

キ
を
販
売
さ
れ
て
い
る
、
熊
本

市
の
ト
タ
ン
屋
根
の
ケ
ー
キ
屋

さ
ん
ア
・
ラ
モ
ー
ト
代
表
の
新

本
高
志
さ
ん
を
招
き
、「
私
は
あ

な
た
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
・
・
・
あ
な
た
に

生
か
さ
れ
て
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
熊
本
市
か
ら

前
日
か
ら
講
演
の
た
め
に
自
転

車
で
ケ
ー
キ
を
荷
台
に
載
せ
て

来
ら
れ
、
幼
い
頃
受
け
た
差
別
や
苦
労
、

そ
し
て
作
家
三
浦
綾
子
氏
と
の
出
会
い
な

ど
を
明
る
く
時
に
は
涙
ぐ
ま
れ
な
が
ら

話
さ
れ
ま
し
た
。

笑顔でカメラ目線の新本さん

真剣に試食が行われていました
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今
春
分
校
か
ら
卒
業
す
る
の
は
溝
口
君

た
だ
一
人
。

式
で
は
、
卒
業
生
の
溝
口
君
が
入
学
し

た
年
に
分
校
へ
着
任
し
、
今
年
溝
口
君
の

卒
業
と
と
も
に
錦
町
へ
転
任
さ
れ
る
分
校

主
任
の
吉
川
先
生
か
ら
「
同
級
生
は
い
な

か
っ
た
が
た
だ
一
人
の
最
上
級
生
と
し
て

み
ん
な
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。
多
く
の

仲
間
が
い
る
中
学
校
で
は
戸
惑
い
も
あ
る

だ
ろ
う
が
逃
げ
る
こ
と
な
く
立
ち
向
か
っ

て
ほ
し
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
４
人
の
在
校
生
か
ら
思
い
思
い

の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
溝
口
君
か
ら
卒
業
に

当
た
り
製
作
し
た
本
棚
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
は
、
雪
が
舞
い
散
る
中
本
校
卒

業
生
も
駆
け
つ
け
、
出
席
さ
れ
た
地
区
の

方
々
と
と
も
に
溝
口
君
の
卒
業
を
祝
福
し

ま
し
た
。

平
成
16
年
度
家
族
介
護
支
援
事
業
の
一

環
で
あ
る
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
が
、
３

月
24
日
あ
さ
ぎ
り
町
長
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

今　
回　
支　
給　
を　
う　
け　
ら　
れ　
た　
の　
は　
、　
田　
村　
繁　

子　
さ　
ん　
（　
柳　
別　
府　
）　、　
森　
田　
光　
さ　
ん　
（　
狩　
所　
）　、　

桑　
原　
清　
治　
さ　
ん　
（　
麓　
）　
の　
３　
名　
で　
、　
犬　
童　
町　

長　
か　
ら　
慰　
労　
金　
が　
手　
渡　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ
の
事
業
は
、
介
護
認
定
４
、
５
の
方

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の

み
受
け
ら
れ
て
い
る
方
を
ご
自
宅
で
介
護

さ
れ
て
い
る
ご
家
族
に
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。

就
農
者
に
誇
り
と
希
望
を
持
っ
て
農
業

を
営
ん
で
ほ
し
い
と
、
平
成
16
年
度
に
就

農
さ
れ
た
９
人
に
対
し
、
３
月
29
日
あ
さ

ぎ
り
町
役
場
東
庁
舎
会
議
室
に
お
い
て
祝

い
品
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
竹
下
助
役
の
挨
拶
の
あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
就
農
者
が
希
望
し
た
20
万
円
を
上

限
と
し
た
動
力
噴
霧
器
、
高
圧
洗
浄
機
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

尾
方
球
三
郎
総
合
農
政
推
進
協
議
会
会

長
、
鶴
田
和
典
農
業
委
員
会
長
よ
り
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
規

就
農
者
を
代
表
し
て
石
山
由
美
さ
ん
（
永

里
）
よ
り
「
こ
れ
か
ら
は
暑
さ
寒
さ
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

西
　
槙
也
（
永
山
）

坂
田
慧
太
（
清
水
）

池
田
義
彦
（
清
水
）

嶋
村
克
久
（
清
水
）

石
山
由
美
（
永
里
）

松
岡
紘
生
（
斉
堂
）

吉
田
　
忍
（
永
才
）

愛
甲
圭
司
（
屯
所
）

中
村
敬
規
（
古
草
城
）

みんなで一人の卒業生祝う
皆越地区「溝口大将君の卒業を祝う会」

毎日の介護お疲れさまです
家族介護慰労金支給

新
規
就
農
者
に
誇
り
と
希
望
を

新
規
就
農
奨
励
事
業
祝
い
品
交
付
式

就農された方々です

妹さんより、卒業するお兄ちゃんへ別れの言葉町長から慰労金が手渡されました

３
月
24
日
、
上
小
学
校
皆
越

分
校
に
お
い
て
、
皆
越
地
区
の

「
溝
口
大
将
く
ん
の
卒
業
を
祝
う

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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農
家
民
泊
な
ど
を
つ
う
じ
て
新
し
い
形

で
の
都
市
部
の
人
達
と
の
交
流
を
は
か
り

共
生
し
あ
う
よ
う
な
活
動
を
目
指
す
「
あ

さ
ぎ
り
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
」
の
設
立
総
会
が
、
３
月
30
日
春
日
会

館
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
約
20
名
が
出
席
し
、
今
後
民

泊
部
門
や
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
な
ど
専
門
部

を
設
け
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
な
ど
が

申
し
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
初
代
会

長
に
樅
木
徹
郎
さ
ん
が
就
任
さ
れ
、
平
成

17
年
度
の
事
業
計
画
や
会
則
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

農村における新しい都市との交流を
あさぎり町グリーンツーリズム研究会設立総会

「
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
も
う
！
」

と
題
し
、
３
月
13
日
熊
本
市
ア
ク
ア
ド
ー

ム
に
お
い
て
く
ま
そ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
の
は
町
内
小
学
４
年
か

ら
６
年
生
の
73
名
で
、
指
導
者
と
し
て
あ

さ
ぎ
り
町
青
年
団
員
も
同
行
し
、
異
年
齢

間
の
交
流
も
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
て
ス
ケ
ー
ト
を
す
る
児
童
も
い

て
、
始
め
は
手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
い
て

も
転
ん
で
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
は
順
応

が
早
く
、
帰
る
頃
に
は
手
す
り
無
し
で
も

滑
れ
る
ほ
ど
上
達
す
る
子
ど
も
達
も
い
ま

し
た
。

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
も
う
�

く
ま
そ
ア
カ
デ
ミ
ー

熊
本
朝
日
放
送
（
Ｋ
Ａ
Ｂ
）
が
主
催
す

る
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
一
般
の
部
で
、

アウトドアシーズン到来！
白髪岳山開き・ビハ公園キャンプ場開き

３
月
27
日
ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
に
お
い
て
、
白
髪
岳
山
開
き
・

ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
開
き
の
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
引
き

続
き
予
定
さ
れ
て
い
た
桜
ま
つ
り

は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
白
髪
岳
に

は
、
町
木
に
指
定
さ
れ
た
ブ
ナ
の

原
生
林
が
あ
り
、
貴
重
な
動
植
物

の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

キ
ャ
ン
プ
だ
け
で
な
く
家
族
で
ピ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
楽
し
め
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

上
杉
さ
ん
が
Ｋ
Ａ
Ｂ
賞
に

Ｋ
Ａ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

初代会長　樅木さんのあいさつ青年団のお兄さんにつかまって

右が受賞された上杉さん　娘さんと一緒に

上
杉
芳
野
さ
ん
（
柳
別
府
）
の
「
あ
さ
ぎ

り
町
の
バ
ス
ガ
ー
ル
」
が
Ｋ
Ａ
Ｂ
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
視
聴
者
が
わ
が
古
里
を
紹
介

す
る
Ｃ
Ｍ
を
製
作
す
る
と
い
う
も
の
で
、

一
般
の
部
、
行
政
の
部
、
学
校
の
部
の
３

部
門
で
県
内
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

一
般
の
部
で
は
、
山
江
村
の
中
竹
幸
利

さ
ん
が
最
高
峰
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ

れ
、
上
杉
さ
ん
は
、
２
位
に
あ
た
る
Ｋ
Ａ

Ｂ
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

上
杉
さ
ん
は
昨
年
は
特
別
賞
に
選
ば
れ

２
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

雨の中のテープカット
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ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
Ｃ
Ｍ
ナ
レ

ー
タ
ー
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
石
岡
ま

ゆ
み
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
３
月
６
日
大

自
然
の
風
と
〜
音
楽
と
朗
読
の
調
べ
〜
と

題
し
、
せ
き
れ
い
館
自
主
文
化
事
業
が
開

か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
石
岡
さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

教
室
が
あ
り
、
保
育
士
や
母
子
推
進
委
員

さ
ん
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お

母
さ
ん
な
ど
が
熱
心
に
読
み
聞
か
せ
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

ま　
た　
、　
ア　
ン　
デ　
ス　
の　
民　
俗　
楽　
器　
ケ　
ー　
ナ　

や　
、　
オ　
カ　
リ　
ナ　
、　
シ　
ン　
セ　
サ　
イ　
ザ　
ー　
な　
ど　

を　
使　
っ　
て　
演　
奏　
す　
る　
Ｖ　
ｉ　
ｅ　
ｎ　
ｔ　
（　
ヴ　
ィ　

エ　
ン　
ト　
）　
の　
爽　
や　
か　
な　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
も　
あ　

り　
、　
最　
後　
に　
石　
岡　
さ　
ん　
の　
朗　
読　
に　
合　
わ　
せ　

ヴ　
ィ　
エ　
ン　
ト　
の　
演　
奏　
が　
行　
わ　
れ　
、　
観　
客　
は　

物　
語　
の　
中　
に　
引　
き　
込　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

大自然の風と～音楽と朗読の調べ～
せきれい館自主文化事業

３　
月　
21
日　
せ　
き　
れ　
い　
館　
に　
お　
い　
て　
、　
あ　

さ　
ぎ　
り　
町　
ふ　
る　
さ　
と　
文　
化　
再　
興　
事　
業　
民　
俗　

芸　
能　
発　
表　
会　
が　
開　
催　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ
れ
は
、
文
化
庁
が
所
管
す
る
伝
統
文

化
の
「
ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
」
の
支

援
を
受
け
て
い
る
町
内
の
伝
統
芸
能
保
存

団
体
が
一
堂
に
会
し
て
踊
り
な
ど
を
披
露

す
る
も
の
で
、
今
年
が
初
め
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
支
援
を
受
け
整
備
さ

れ
た
衣
装
や
用
具
な
ど
の
お
披
露
目
な
ど

を
兼
ね
て
行
わ
れ
、
全
部
で
12
団
体
が
、

古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
踊
り
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。

地域で守り伝えられてきた民俗芸能を披露
民俗芸能発表会

上
第
一
保
育
所
は
、
年
長
組
を
対
象
に

日
本
古
来
よ
り
伝
わ
っ
て
い
る
「
道
」
の

つ
く
お
稽
古
を
通
し
て
、
人
と
し
て
の
基

本
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と

し
て
、
茶
道
教
室
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
年
間
の
成
果
を
保
護
者
の
方
々
に

見
て
も
ら
お
う
と
、
３
月
10
日
親
子
茶
道

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
お
稽
古
は
毎
月

２
回
、
裏
千
家
の
佐
藤
陽
子
先
生
（
多
良

木
町
）
を
招
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

つ
も
元
気
な
園
児
７
名
も
、
こ
の
日
は
し

ず
し
ず
と
保
護
者
の
方
々
へ
お
茶
を
配
り

茶
道
の
作
法
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

一
年
間
の
成
果
を
発
表

上
第
一
保
育
所
親
子
茶
道
教
室

３
月
９
日
、
須
恵
保
育
所

に
お
い
て
３
月
の
お
誕
生
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
年
長
組
の
女
の
子
た
ち

に
よ
る
自
作
自
演
の
劇
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

保
育
所
に
あ
る
人
形
を
使

い
、
脚
本
も
園
児
た
ち
が
作

り
、
保
育
士
に
も
内
緒
で
練

習
を
し
て
き
ま
し
た
。
劇
は

ペ
ッ
ト
の
犬
と
女
の
子
た
ち

の
友
情
を
描
い
た
も
の
で
、

こ
れ
に
は
先
生
た
ち
も
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。

園児が自作自演の劇を披露
須恵保育所お誕生会

平山ねえさん踊り 生演奏と朗読が同時に楽しめました

子どもからお母さんへ

将来は女優？それとも脚本家？
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４
月
１
日
付
け
で
事
例
が
交
付
さ

れ
、
次
の
と
お
り
職
員
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
（

）
内
は
旧
部
署

行
財
政
改
革
推
進
室

室
長加

藤
　
　
弘
（
総
務
課
）

課
長
補
佐
　

津
川
　
知
博
（
熊
本
県
庁
）

北
口
　
俊
朗
（
企
画
財
政
課
）

塚
本
　
浩
史
（
企
画
財
政
課
）

田
中
　
智
子
（
総
務
課
）

総
務
課

富
田
　
幸
恵
（
会
計
課
）

岡
原
支
所

田
中
　
宏
幸（
総
務
課
・
県
派
遣
）

県
派
遣

那
須
　
照
正
（
農
業
振
興
課
）

上
渕
　
浩
規
（
高
齢
総
合
課
）

濱
本
世
津
江
（
高
齢
総
合
課
）

坂
本
　
有
吾
（
教
育
総
務
課
）

議
会
事
務
局

椎
葉
　
尚
宏
（
下
水
道
課
）

企
画
財
政
課

那
須
　
正
吾
（
議
会
事
務
局
）

中
神
　
啓
介（
総
務
課
・
県
派
遣
）

職
員
の
異
動

◆◆自自分分たたちちのの町町はは自自分分たたちちでで守守るる！！！！◆◆

自治会や町内会で、自主防災組織を作りましょう。

自主防災組織とは

自主防災組織は、隣保共同の精神に基づいて作

られるもので、自治会や町内会を母体として組織

化されるものです。地域住民の連携的意識を通じ

て「自分たちの地域は自分たちの手で守ろう」と

いう自発的意志から結成されています。

自主防災組織の必要性

大規模な災害が発生した場合、消防署や消防団などの防災関係機関は、全力をあげて防災

活動を行いますが、ライフラインや交通網の寸断、同時に多発する火災などの悪条件により、

その活動機能の低下が予想されます。このような事態に直面したとき、地域住民が、まずは

自分たちで消火・救出救護活動などを行わざるをえません。このために地域住民による自主

防災組織を結成し、日頃から訓練を積み重ねておくことが必要になります。

自主防災組織の活動へ積極的に参加し、「災害に強い地域」をつくりあげましょう。

女性の自立や社会的進出が
進むなか、身近な地域防災活
動に積極的に参加する女性が
年々増加しています。平成２
年に 1 , 9 2 3名だった女性団員
は、平成1 5年には全国で１万
2,440名になりました。

消防団でしか得ることので
きない充実感や新しい出会い
がきっとあなたを待っていま
す。

消防団の入団資格は、市町
村ごとに条例で定められてい
ますが、一般的に、入団を希

望する1 8歳以上で、その市町
村に居住している人なら、男
性でも女性でも消防団に入団
できます。

消防団には、学生、会社員
やＯＬ、自営業者、主婦など、
様々な人が集まって地域の防
災のために活動しています。
消防団にはあなたの“チカラ”
が必要です。あなたもぜひ消
防団で活躍してみませんか？

地域の防災のために“チカラ”を発揮してみませんか？

あなただからできる。

あなたしかできない。

やりがいのある消防団活動。

お問い合わせ先

あさぎり町　総務課

�４５-１１１１
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《　
小　
学　
校　
》　

上　
小　
学　
校　

＊　
転　
入　
＊　

鈴　
居　
　　
兼　
之　
（　
牛　
深　
小　
）　
校　
長　

山　
本　
　　
範　
久　
（　
一　
勝　
地　
二　
小　
）　

＊　
転　
出　
＊　

吉　
田　
　　
　　
隆　
（　
定　
年　
退　
職　
）　
校　
長　

湯　
徳　
　　
眞　
也　
（　
免　
田　
小　
）　

中　
島　
　　
公　
洋　
（　
人　
吉　
西　
小　
）　

上　
小　
学　
校　
皆　
越　
分　
校　

＊　
転　
入　
＊　

荒　
木　
　　
淳　
司　
（　
多　
良　
木　
小　
）　

＊　
転　
出　
＊　

吉　
川　
　　
武　
利　
（　
錦　
西　
小　
）　

免　
田　
小　
学　
校　

＊　
転　
入　
＊　

藤　
本　
　　
誠　
一　
（　
久　
米　
小　
）　
校　
長　

吉　
村　
　　
和　
彦　
（　
山　
田　
小　
）　

赤　
池　
美　
重　
子　
（　
相　
良　
南　
小　
）　

上　
井　
　　
正　
美　
（　
渡　
小　
）　

沢　
田　
　　
貴　
子　
（　
人　
吉　
西　
小　
）　

豊　
永　
　　
忠　
臣　
（　
湯　
浦　
小　
）　

湯　
徳　
　　
眞　
也　
（　
上　
小　
）　

高　
本　
　　
明　
子　
（　
相　
良　
南　
小　
）　
学　
校　
栄　
養　
職　
員　

＊　
転　
出　
＊　

友　
尻　
　　
啓　
基　
（　
多　
良　
木　
小　
）　
校　
長　

西　
村　
　　
秀　
子　
（　
定　
年　
退　
職　
）　

上　
田　
ひ　
ろ　
み　
（　
深　
田　
小　
）　

武　
田　
　　
明　
美　
（　
人　
吉　
西　
小　
）　

濱　
口　
　　
寿　
子　
（　
宮　
ヶ　
野　
小　
）　

住　
吉　
キ　
ヨ　
ミ　
（　
定　
年　
退　
職　
）　
特　
殊　
教　
諭　

清　
田　
　　
麻　
美　
（　
湯　
前　
小　
）　
学　
校　
栄　
養　
職　
員　

岡　
原　
小　
学　
校　

＊　
転　
入　
＊　

鵜　
口　
み　
ど　
り　
（　
大　
畑　
小　
）　
教　
頭　

佐　
伯　
　　
忠　
典　
（　
須　
恵　
小　
）　

＊　
転　
出　
＊　

竹　
田　
　　
龍　
二　
（　
大　
道　
小　
）　
教　
頭　

鎌　
田　
真　
奈　
美　
（　
西　
瀬　
小　
）　

小　
山　
　　
江　
理　
（　
相　
良　
南　
小　
）　
学　
校　
栄　
養　
職　
員　

須　
恵　
小　
学　
校　

＊　
転　
入　
＊　

藤　
田　
　　
礼　
子　
（　
田　
野　
小　
）　
校　
長　

上　
田　
　　
慶　
子　
（　
多　
良　
木　
小　
）　

倉　
元　
　　
耕　
世　
（　
御　
所　
浦　
北　
小　
）　

倉　
橋　
美　
智　
子　
（　
相　
良　
南　
小　
）　

＊　
転　
出　
＊　

犬　
童　
　　
俊　
次　
（　
定　
年　
退　
職　
）　
校　
長　

星　
野　
希　
巳　
子　
（　
大　
畑　
小　
）　

佐　
伯　
　　
忠　
典　
（　
岡　
原　
小　
）　

東　
　　
　　
律　
子　
　　
（　
退　
職　
）　

深　
田　
小　
学　
校　

＊　
転　
入　
＊　

久　
間　
　　
芳　
郎　
（　
須　
恵　
中　
）　
教　
頭　

上　
田　
ひ　
ろ　
み　
（　
免　
田　
小　
）　

＊　
転　
出　
＊　

高　
野　
　　
勝　
男　
（　
神　
瀬　
小　
）　
教　
頭　

大　
柿　
　　
順　
子　
（　
東　
間　
小　
）　

《　
中　
学　
校　
》　

上　
中　
学　
校　

＊　
転　
入　
＊　

友　
尻　
　　
憲　
秀　
（　
人　
吉　
四　
中　
）　
校　
長　

那　
須　
　　
治　
美　
（　
岡　
原　
中　
）　

佐　
�　

孝　
（　
須　
恵　
中　
）　

寺　
田　
　　
　　
梓　
（　
新　
規　
採　
用　
）　
養　
護　
教　
諭　

＊　
転　
出　
＊　

小　
田　
　　
定　
則　
（　
山　
江　
中　
）　
校　
長　

柴　
田　
　　
龍　
一　
（　
人　
吉　
二　
中　
）　

藤　
原　
　　
俊　
也　
（　
球　
磨　
中　
）　

松　
原　
由　
紀　
子　
（　
免　
田　
中　
）　
養　
護　
教　
諭　

免　
田　
中　
学　
校　

＊　
転　
入　
＊　

伊　

啓　
史　
朗　
（　
人　
吉　
四　
中　
）　
教　
頭　

松　
原　
由　
紀　
子　
（　
上　
中　
）　
養　
護　
教　
諭　

＊　
転　
出　
＊　

犬　
童　
　　
士　
郎　
（　
山　
江　
中　
）　
教　
頭　

中　
山　
　　
純　
一　
（　
退　
職　
）　

士　
綿　
　　
康　
宏　
（　
八　
代　
二　
中　
）　

尾　
方　
利　
恵　
子　
（　
湯　
前　
小　
）　
養　
護　
教　
諭　

岡　
原　
中　
学　
校　

＊　
転　
入　
＊　

原　
田　
　　
幸　
代　
（　
多　
良　
木　
中　
）　

魚　
住　
　　
光　
二　
（　
錦　
西　
小　
）　
事　
務　

＊　
転　
出　
＊　

黒　
木　
　　
一　
浩　
（　
退　
職　
）　

那　
須　
　　
治　
美　
（　
上　
中　
）　

才　
藤　
　　
洋　
子　
（　
相　
良　
南　
小　
）　
事　
務　

須　
恵　
中　
学　
校　

＊　
転　
入　
＊　

藏　

紀　
一　
郎　
（　
水　
上　
中　
）　
教　
頭　

酒　
井　
　　
淳　
子　
（　
球　
磨　
中　
）　

別　
府　
　　
美　
紀　
（　
多　
良　
木　
小　
）　
事　
務　

＊　
転　
出　
＊　

久　
間　
　　
芳　
郎　
（　
深　
田　
小　
）　
教　
頭　

佐　
�　

孝　
（　
上　
中　
）　

中　
丸　
　　
利　
明　
（　
退　
職　
）　
事　
務　

４
月
１
日
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
に
お
い
て
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

異
動
の
あ
っ
た
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

＊
（

）
内
に
つ
い
て
転
入
者
は
前
任
校
、
転
出
者
は
転
任
校
で
す
。

水
道
課

下
田
　
佳
浩
（
商
工
観
光
課
）

下
水
道
課

今
村
　
友
美
（
新
規
採
用
）

教
育
総
務
課

審
議
員

石
塚
　
保
典
（
上
第
一
保
育
所
）

冨
田
　
和
宏
（
議
会
事
務
局
）

生
涯
学
習
課

荒
木
　
珠
実
（
新
規
採
用
）

体
育
振
興
課

鬼
塚
　
拓
夫
（
水
道
課
）

上
第
一
保
育
所

所
長山

口
　
和
幸
（
健
康
増
進
課
）

商
工
観
光
課

沖
松
　
勝
彦
（
企
画
財
政
課
）

村
山
　
幸
一
（
農
業
委
員
会
）

那
須
　
琴
美
（
生
涯
学
習
課
）

町
民
課

審
議
員

深
水
　
敏
夫
（
教
育
総
務
課
）

健
康
増
進
課

課
長高

山
　
憲
二
（
町
民
課
）

高
齢
総
合
課

森
　
智
香
子
（
健
康
増
進
課
）

田
山
　
美
幸
（
岡
原
支
所
）

農
業
振
興
課

万
江
　
浩
美
（
商
工
観
光
課
）

環
境
保
全
課

小
田
　
　
淳
（
林
業
振
興
課
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

４
月
１
日
付
け
で
、
新
規
採
用
さ

れ
た
２
人
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

熊
本
県
庁
か
ら
人
事
交
流
と
し
て

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
上
渕

七
郎
さ
ん
、
田
中
五
女
さ
ん
の
お
二

人
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成

15
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
熊
本
県
庁

よ
り
人
事
交
流
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
工
藤
晃
さ
ん
が
、
県
庁

商
工
政
策
課
へ
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

荒川珠実
（築地）

今村友美
（永才）

津川知博

上渕七郎さん
（柳別府）

田中五女さん
（狩所）

工藤晃さん

合併したての新
しい町で働ける
ことになり、嬉
しく思っていま
す。

「笑顔・丁寧・親
切」を目標に一
生懸命頑張って
いくのでよろし
くお願いします。
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鍼
灸
治
療
費
支
給
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

あ
ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
、

は
り
、
き
ゅ
う
の
治
療
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
に
、
治
療
費
の
一

部
を
支
給
し
ま
す
。

治
療
を
受
け
る
前
に
申
請
し
、

「
鍼
灸
受
療
券
」
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。交
付
を
受
け
る
際
、

印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

あ
さ
ぎ
り
町
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
方
。

■
申
請
の
場
所

あ
さ
ぎ
り
町
役
場
町
民
課
（
本

庁
舎
）、
健
康
増
進
課
（
免
田
保

健
セ
ン
タ
ー
）、
上
支
所
、
岡
原

支
所
、
深
田
支
所
、
須
恵
支
所
の

い
ず
れ
か
。

※
２
回
目
以
降
は
、
最
初
に
申
請

を
し
た
場
所
で
、
受
療
券
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
受
療
券
交
付
枚
数

一
人
一
月
あ
た
り
４
枚
ま
で
。

（
３
ヶ
月
分
発
行
で
き
ま
す
）

あさぎり健康21モデル地区・企業を募集します
あさぎり町では、今回の策定に伴いモデル地区及び企業を募集しております。

あさぎり健康２１に基づいて、地区・企業で健康に関する啓発及び活動を行い、健康に対する関心を持

っていただこうと考えています。

あさぎり健康21の内容や、モデル事業の内容等詳しくは、下記までご連絡ください。

お問い合せ先：あさぎり町　健康増進課　保健予防係　　�４５－７２１６
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健康プラン 「あさぎり健康21」
～自ら取り組み、みんなで支えあう健康づくり～

例

４
月
の
場
合
４
・
５
・
６
月

分
ま
で
発
行
。
た
だ
し
、
使
用
枚

数
に
つ
い
て
は
一
月
４
枚
ま
で

■
支
給
の
額
と
方
法

一
回
の
治
療
に
つ
き
一
枚
（
５

０
０
円
）
利
用
で
き
ま
す
。
治
療

の
際
に
受
療
券
を
提
出
す
る
と
、

治
療
費
か
ら
５
０
０
円
が
差
し
引

か
れ
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
施
術
院

球
磨
郡
鍼
灸
師
会
に
登
録
し
て

い
る
施
術
院

■
お
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
　
健
康
増
進
課

�

４
５
―
７
２
１
６

あさぎり町において、健康を増進し、発病を予防する「一次予防」に重点を置きながら、町民一人ひとりが、

健康に積極的に関心を持ち、自分の健康づくりに自ら取り組み、これを地域全体で支援し、早世（壮年期死亡）

の減少・健康寿命の延伸、生活の質（ＱＯＬ）の向上を図ることを目的に、これからの健康づくりは個人レベ

ルだけではなく、社会的なレベルでの取り組みが必要であるというヘルスプロモーションの考え方に基づいた

「あさぎり健康２１　自ら取り組み、みんなで支えあう健康づくり」を策定しました。

『あさぎり町では、「健康づくり」のために大切にしたい視点を以下のように掲げます。』

６

つ

の

柱

◯
あ
さ
ぎ
り
健
康
づ
く
り
の

「健康づくり」のために
大切にしたい視点

・ すべての人たちが健康に積極的に関心

をもっている

・ すべての人たちが、自分の健康づくり

に自ら取り組んでいる

・ 地域全体で健康づくりを支援している

第１条

栄養・食生活の改善
自分のからだに合った食事を選んで調

理することができ、楽しく食事ができる

第２条

身体活動・運動
からだを動かす心地よさを知り、自分

に合った運動を習慣化する

第３条
休養・心の健康

規則正しい生活と十分な睡眠を心がけ

るとともに、自分に合ったストレス解消

法を身につける

第４条

生活習慣改善：飲酒
自分の適量を知り、無理強いをせず楽

しくお酒が飲める

第５条

生活習慣改善：喫煙
喫煙のマナーを守り、周囲の人にやさ

しい喫煙をする

第６条
歯の健康

定期健診をすることで、からだの健

康と同じように歯を大切にすることが

できる
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�
町
民
の
健
康
管
理
に
伴
う

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

町
で
は
町
民
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、

各
種
健
康
診
断
お
よ
び
健
診
結
果
に
よ
る

健
康
教
育
や
相
談
・
家
庭
訪
問
な
ど
を
実

施
し
て
、
町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

健
診
を
申
し
込
ま
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
の

個
人
情
報
を
次
の
よ
う
な
目
的
で
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
、
町
は
健
康
診
断
を
申
し
込
ま
れ
た
方

の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
の
情

報
を
委
託
健
診
機
関
に
提
供
し
ま
す
。

健
診
機
関
は
個
人
の
情
報
を
以
下
の
５

つ
の
目
的
に
利
用
し
ま
す
。

①
健
康
状
況
把
握
の
た
め
の
診
察
・
検

査
の
実
施

②
検
査
結
果
の
報
告

③
受
診
後
の
健
康
管
理
に
必
要
な
指
導

及
び
受
診
の
案
内

④
料
金
の
請
求

⑤
よ
り
精
度
の
高
い
健
診
を
確
立
す
る

た
め
の
統
計
資
料
等

２
、
委
託
健
診
機
関
は
受
診
者
の
健
診
結

果
情
報
を
町
に
報
告
し
ま
す
。
町
は
そ

の
情
報
を
以
下
の
４
つ
の
目
的
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
受
診
後
健
康
管
理
に
必
要
な
保
健
指

導
及
び
精
密
検
査
の
受
診
勧
奨

②
町
民
の
健
康
状
況
把
握
の
た
め
の
統

計
資
料
作
成

③
国
・
県
へ
の
集
計
報
告

老
人
保
健

事
業
実
績
報
告
等

④
料
金
の
請
求

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
、

今
後
も
町
の
健
康
診
断
や
健
康
教
室
な
ど

ご
活
用
い
た
だ
き
健
康
増
進
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お問い合せ先

あさぎり町　健康増進課　保健予防係

（免田保健センター内）

�４５－７２１６

このたび結核予防法が改正され、ＢＣＧ接種が次のように変わりましたのでお知らせします。

１．対象者　生後６ケ月未満

２．方法　　ＢＣＧ１回のみ（ツベルクリン反応検査はありません）

本町では、集団接種として２ケ月に１回（偶数月）生後２ケ月～６ケ月未満の子どもさんに通

知をして実施します。

また、法的な対象月齢を過ぎた６ケ月～１才のお子さんは任意接種（保護者や本人の希望で受け

る予防接種）として受けることができますが、申し込みが必要です。

任意接種を希望される方は、あらかじめ健康増進課窓口へ印鑑をお持ちのうえ、手続きをしてく

ださい。

お問い合わせ先　　あさぎり町　健康増進課　母子保健係

�４５－７２１６

４月１日からＢＣＧ接種が変わりました!!
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２月の４歳児歯科健診では1 3名が

受診し、むし歯がなかったお友達が

１名いました。これからも、歯の定

期健診を受け、正しい歯みがきの仕

方を身につけましょう。

那須　悠人くん(上：永山)

Ｈ1７.２.1５実施分

小児科休日在宅当番の実施について

平成15年１月から人吉地区（人吉市・山江村）で実施されていた小児科休日在宅当番が、

平成17年４月から球磨郡の医療機関を含めた人吉球磨地域で下記により実施されます。

１．診療日及び時間 日曜・祝祭日の午前９時から午後５時まで

２．参加医療機関 ６つの医療機関が休日ごとに当番で診療に当たります。

（１）たかはし小児科内科医院（人吉市相良町）�：２４－２２２２

（２）堤病院附属九日町診療所（人吉市九日町）�：２２－２２５１

（３）増田クリニック（人吉市五日町） �：２２－３５７０

（４）健康保険人吉総合病院（人吉市老神町） �：２２－２１９１

（５）球磨郡公立多良木病院（多良木町多良木）�：４２－２５６０

（６）やまむら医院（あさぎり町免田東） �：４５－０００５

３．小児科の休日在宅医予定は毎月のあさぎりカレンダーをご覧ください。

※なお、当番医の変更等がありますので、受診の際は、あらかじめ医療機関へご確認ください。

《お問い合わせ先》

人吉市医師会　�：２２－３０６５

球磨郡医師会　�：４２－４７９７

あさぎり町　健康増進課　�４５－７２１６
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転倒予防のための運動は、なぜ必要か!!
生き生きと人生を送るためには、寝たきりの原因の１つにもなっている転倒・骨折予防を積極的に行う事が

有効とされています。

腰や膝の不調の軽減にも役立ち、生活習慣病の改善や老化を遅らせる効果などが期待できます。運動を継続

することで、筋肉を動かす神経系、意欲、エネルギー代謝が高まり、より自立した、いきいきした暮らしを少

しでも長期間続けることが可能になります。

転倒予防サポーターとは
まず、研修会で、地域で楽しく、継続出来

る運動を身につけていただきます。その後、

あさぎり町内の転倒予防教室や地区公民館な

どにおいて体操を紹介し、広めていただくの

が、主な役割です。わりやすく伝えるよう工

夫されていますので、経験は問いません。

記

①　研修内容　：　転倒予防・健康づくりに効果的な運動

②　研修日時　：　５月25日、６月15日、６月29日、７月13日

いずれも水曜日、午後１時30分～午後３時30分

③　会場　　　：　あさぎり町総合福祉センター２階研修室

④　講師　　　：　NPOスポーツ福祉くまもと理事　松尾　洋　先生

お申し込みの際、次の内容をお知らせ下さい。

申し込み期限：５月16日（月）
申し込み先　：あさぎり町　高齢総合課　担当：上村　谷口（� 45-7215）

氏　名 年齢 住　　　所 地区名 電話番号

「
痴
呆
症
」
の
呼
称
が

「
認
知
症
」
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
！

厚
生
労
働
省
の
「
痴
呆
」
に
替
わ

る
用
語
に
関
す
る
検
討
会
が
開
か
れ
、

「
痴
呆
」
に
代
わ
り
、
今
後
「
認
知
症
」

と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

「
痴
呆
」
は
医
療
界
か
ら
一
般
ま

で
広
く
浸
透
し
た
呼
称
で
す
が
、
こ

の
表
現
に
は
何
も
わ
か
ら
な
い
、
で

き
な
い
と
い
う
誤
解
を
生
じ
る
場
合

が
あ
り
、
痴
呆
と
診
断
さ
れ
る
こ
と

に
は
ず
か
し
さ
や
恐
れ
を
い
だ
き
、

予
防
や
早
期
診
断
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、「
認
知
症
」
が
一
般
的
に

用
い
ら
れ
ま
す
が
、
医
療
界
で
は
当

分
の
あ
い
だ
「
痴
呆
」
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
も
「
認
知
症
」
に
つ
い
て

の
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

町民の皆様の役に立ちながら、

自分自身の健康と若さ維持のた

めに、あなたもサポーターにな

りませんか。
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17年度も一緒に運動しましょう!!

年のせいで体力が落ちたとあきらめていませんか？

最近、つまずきやすくなったと感じていませんか？

体力をつけて元気に暮らすには筋肉をバランスよく鍛

えることが大切であると言われています。高齢者の方

にも無理なくできますので、この機会にぜひご参加下

さい。

尚、今年度から参加料が必要となりますがご了承下

さい。

記

１．対象者　　町内在住で、おおむね60歳以上の体力向上を希望する方

２．対象者数　約50名

３．日程　　　平成17年５月～18年３月　　月１～２回（年間20回程度）

４．時間　　　午後１時30分～３時30分

５．場所　　　あさぎり町総合福祉センター　２階研修室

６．講師　　　健康運動指導士　健康運動実践指導者　など

７．内容　　　ストレッチ、転倒予防体操（筋力トレーニング含む）

＊軽いストレッチから始めます。

８．参加料　　1,000円（年間）

９．準備するもの　体操のできる服装　タオル　飲み物（各自） 健康手帳

お申し込みの際、次の内容をお知らせ下さい。

申し込み期限：５月10日（月）
申し込み先　：あさぎり町　高齢総合課　担当：上村　谷口（� 45-7215）

氏　名 年齢 住　　　所 地区名 電話番号

５～８月の日程

５月 18日（水）

６月 ８日（水） 22日（水）

７月 ８日（金） 22日（金）

８月 10日（水） 26日（金）
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■
国
民
健
康
保
険
の
届
出
に
つ
い
て

こ
ん
な
時
は
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
社
会
保
険
を

喪
失
さ
れ
た
と
き
や
、
社
会
保
険
の
被

扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
に
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

手
続
き
は

退
職
の
日
か
ら
14
日
以
内

に
本
庁
町
民
課
ま
た
は
最
寄
り
の

役
場
支
所
へ
社
会
保
険
等
の
資
格

喪
失
証
明
書
（
離
職
票
・
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
・
そ
の
他
離
職

年
月
日
を
確
認
で
き
る
書
類
）
を

お
持
ち
の
う
え
、
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
受
給
者
（
国
民
年

金
以
外
）
に
つ
い
て
は
年
金
証
書

を
お
持
ち
の
う
え
、
あ
わ
せ
て
お

願
い
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
場
合

会
社
な
ど
に
就
職
さ
れ
社
会
保
険
を

取
得
さ
れ
た
と
き
や
、
社
会
保
険
の
被

扶
養
者
に
な
ら
れ
た
と
き
に
は
、
国
民

健
康
保
険
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

手
続
き
は

社
会
保
険
証
等
が
届
い
た

日
の
翌
日
か
ら
14
日
以
内
に
本
庁

町
民
課
ま
た
は
最
寄
り
の
役
場
支

所
へ
以
前
の
国
民
健
康
保
険
証
及

び
あ
ら
た
に
加
入
さ
れ
た
社
会
保

険
証
を
お
持
ち
の
う
え
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
入
院
時
の
食
事
代
減
額
認
定
申
請
を
行

う
場
合入

院
時
の
食
事
代
減
額
認
定
を
受
け

る
場
合
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
き
は

国
保
被
保
険
者
が
入
院
さ

れ
た
場
合
に
、
本
庁
町
民
課
ま
た

は
最
寄
り
の
役
場
支
所
へ
印
鑑
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
証
を
お
持
ち

の
う
え
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
で
な

い
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。ま
た
、

未
申
告
世
帯
に
つ
い
て
は
申
告
後

の
判
定
と
な
り
ま
す
。）

○
そ
の
他
手
続
き
に
つ
い
て
も
、
印
鑑
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
　
町
民
課
（
本
庁
舎
）

�
４
５

７
２
１
３
（
直
通
）

■試 　 験 　 日　平成17年８月16日（火）

■試 験 会 場　熊本県立大学

■受 験 資 格　中学校を卒業し、又はこれと同等以上の学歴を修めた後、飲食店営業、

魚介類販売業、そうざい製造業または寄宿舎、学校、病院等の施設で２

年以上調理の実務に従事している方

■受 付 期 間　平成17年６月６日（月）～平成17年６月10日（金）

■願書配布期間　各保健所、熊本市各保健福祉センター、県庁健康づくり推進課

■願 書 提 出 先　熊本市以外の県内居住者　→　県保健所

熊本市居住者　→　熊本市保健所食品保健課

県外居住者　→　県庁健康づくり推進課

■受 験 手 数 料　６,２００円

■お問い合せ先　最寄りの保健所又は県庁健康づくり推進課

人吉保健所　　　　　　�２２－１０４０

県庁健康づくり推進課　�０９６－３８３－１１１１（内線7075・7110）

平成17年度熊本県調理師試験実施について
平成17年度調理師試験が次のとおり行われます。
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平成1 7年４月から、身体障害、知的障害、精神障害のある方がお持ちの障害者手帳（身体障害者手
帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳）のデザインが変わります。

新しい手帳は、障害の種別にかかわらず、全ての手帳のカバー色を統一し、ユニバーサルデザイン
の観点からわかりやすく使いやすいデザインを取り入れています。

３月までに交付された手帳は使えなくなるの？
●そのまま使用できます。また、バスの介護人割引が適用される場合は、スタンプを押印します。
なお、カバーのみの交換もできます。

新しい手帳への切り替えはどうなるの？
●４月以降の新規交付、等級変更、更新、再判定、再交付分から、新しい手帳を交付します。
●３月までに交付した手帳をお持ちの方で、新しい手帳を希望される場合は、再交付申請の手続きに

より交付します。ただし、身体障害者手帳と知的障害者福祉手帳（療育手帳）の場合は、別途、規
定の顔写真が必要となります。

（参考）写真サイズ　縦４㎝×横３㎝

《お問い合わせ先》

あさぎり町　福祉課　障害福祉係

�４５－７２１４（直通）

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税

の
前
納
報
奨
金
制
度
廃
止

に
つ
い
て

個
人
町
県
民
税
及
び
固
定
資

産
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃

止
が
平
成
17
年
３
月
定
例
議
会

に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
平
成
17

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

（
現
在
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
方
へ
）

今
回
の
制
度
廃
止
に
伴
い
、

今
後
の
全
期
前
納
を
希
望
さ
れ

な
い
方
は
、
金
融
機
関
等
へ
の

変
更
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
期
限
ま
で
に
手
続
き

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
町
県
民
税
に
つ
い
て
は

平
成
17
年
５
月
31
日
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
、
あ
さ
ぎ

り
町
税
務
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

�
４
５

７
２
１
２

障害者手帳が変わります

主な変更点
●身体障害、知的障害、精神障害の３つの障害者手帳のカバーの

色を青色に統一します。
●カバーにひも通し穴をあけて携帯しやすくします。
●療育手帳の表記は「知的障害者福祉手帳（療育手帳）」もしくは

「療育手帳」のいずれかが選択できます。
●バスの介護人運賃割引が適用される場合は バス介護人割引 を

表記します。
●文字を大きくします。

身体障害者手帳
（１種）

（黄色）

身体障害者手帳
（２種）

（緑）

療育手帳

（水色）

精神障害者
保健福祉手帳

（紺）

（青色に統一）

身体障害者手帳 知的障害者福祉手帳
（療育手帳）

精神障害者保健福祉手帳
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�農業振興地域

整備計画の見

直しについて

あさぎり町では現在、上村、免田町、岡原村、須恵村、

深田村と旧町村単位で農業振興地域整備計画書を管理して

いますが、平成1 7年度において農業振興地域整備計画の全

体見直しを行い一本化します。

見直しにあたり基礎資料等の整理を行っていますが、町

村合併という特殊事情と７万筆にのぼる筆数や地籍調査の

未完了地区もあることから、計画の見直しについてはあさ

ぎり町の全体見直しと旧町村別の個別見直し業務を並行し

て進めますので、ご了承下さい。

＊毎年、県との事前協議は５月と1 1月に開催されますので、町の申請書の受付は４月・1 0月末日まで
となっています。

○個別見直しで農用地区域からの除外申請を必要とされます方は、農業委員会申請の４条・５条申請
書に係る添付書類と同等の申請書類を作成され、申請下さい。（新計画への申請も同様）

○除外申請にあたっては、転用目的や農地の場所によって除外できない場合があります。

お問い合わせ先　あさぎり町　農業振興課　農振係

�４５－７２１８（直通）
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標 準 小 作 料 の 改 訂 に つ い て

農地法第23条の規定に基づき、小作料の標準額を次のとおり定めましたので、お知らせします。

なお、下記の小作料の標準額は平成17年４月１日から適用しますので、同日以降に賃貸借契約される場合は、

当事者の間において下記の小作料の標準額を目安とされますようお願いいたします。

※水利費については地主負担として算定

※なお、参考小作料は、定めないものとする

お問い合わせ先

あさぎり町農業委員会事務局　�４５－７２２５
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Hello,everyone!!
Cingo de Mayo

戦勝記念日：サンコーデマイヨー

Cingo de Mayo is an annual holiday celebrated in America and

Mexico.  Cingo de Mayo literally means May 5th.  Hence, it is

celebrated every year on the 5th of May.

This celebration is a remembrance of a war between Mexico

and France in 1862.  The Mexican Army was very small and

the French Army was very large, but the Mexican Army

defeated the French on May 5th, 1862. Since then, Mexico

celebrates every year to remember the war.  It is taught to

school children in Mexico and the US.

However, this is a Mexican holiday, not an American one.  But,

we Americans have kind of stolen it and we also celebrate this

holiday!  There are many people of Mexican origin who live in

the USA, so we didn't REALLY steal it!  In Mexico, there are

many parades and singing and dancing all day long!

Sometimes there are even bull fights!  In the United States, we

eat a lot of Mexican food like tacos and burritos and drink

Mexican beer, like Corona or Dos Equis.  So, this May, if you

can find one of those beers here in Japan, (and you can find

them!) drink it on May 5th and celebrate Cingo de Mayo!

サンコーデマイヨー(Cingo de Mayo)はア

メリカとメキシコの祝日で５月５日という意味

です。

この日はメキシコの戦勝記念日です。メキシ

コ軍はフランス軍に太刀打ちできないほど少な

かったのですが1 8 6 2年にフランス軍を倒しまし

た。それ以来メキシコではその戦争を記念して

毎年お祝いをします。メキシコとアメリカの学

校ではこの記念日について生徒に教えていま

す。

この日アメリカではメキシコのように仕事や

学校は休みになりませんが、アメリカにはメキ

シコ出身者がたくさんいることもあり、お祝い

をするようになりました。メキシコでは一日中

たくさんのパレードをしたり歌ったり踊ったり

します。闘牛も時々あります！アメリカではタ

コスやブリトーズなどのメキシコ料理を食べた

り、コロナやドスエキーズなどのメキシコのビ

ールを飲んだりします。日本でメキシコのビー

ルを見つけたら５月５日に飲んでこの記念日を

お祝いしてください。

ALT ブレット・ヘリック

（訳：松尾　眞子）

Brett Herrick
ブレット・ヘリック
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あさぎり町教育委員会 人権だより No.７の③
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香
典
返
し

次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
17
年
３
月
１
日
〜
３
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

校
区
　
寄
附
者
　
　
　
故
人

免
田
　
古
閑
森
　
巴
　
古
閑
森
　
栄

免
田
　
山
口
　
道
江
　
山
口
　
雄
二

上
　
　
上
渕
美
江
子
　
上
渕
シ
ゲ
カ

岡
原
　
岡
部
　
　
勝
　
石
渕
ハ
ギ
ノ

岡
原
　
桑
原
フ
ジ
ノ
　
桑
原
　
正
充

上
　
　
牧
島
　
武
雄
　
牧
島
　
リ
キ

上
　
　
池
田
　
律
子
　
池
田
　
一
男

須
恵
　
平
田
　
武
征
　
平
田
ヨ
シ
子

深
田
　
橋
口
　
チ
ズ
　
橋
口
　
安
喜

免
田
　
中
川
史
津
雄
　
中
川
　
綾
子

深
田
　
長
嶋
　
　
叶
　
長
嶋
　
チ
エ

上
　
　
郷
　
　
ミ
ヨ
　
郷
　
　
一
力

岡
原
　
杉
下
　
武
俊
　
杉
下
　
　
豊

深
田
　
恒
松
　
峯
香
　
恒
松
　
秀
美

上
　
　
蓑
毛
憲
一
郎
　
蓑
毛
ク
ニ
子

免
田
　
藤
本
由
美
子
　
藤
本
　
真
琴

上
　
　
橋
本
さ
き
子
　
松
坂
　
正
之

（
球
磨
村
在
住
）

免
田
　
富
田
　
宗
次
　
富
田
ヨ
シ
子

（
愛
知
県
在
住
）

■
あ
な
た
の
地
域
の

人
権
擁
護
委
員

こ
の
た
び
、
免
田

校
区
の
野
口
辰
紘
さ

ん
が
、
川
邊
昭
美
さ

ん
の
後
任
と
し
て
法

務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
相
談
相

手
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や
悩
み

ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
る
21
世
紀

に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
啓
発
活
動
重
点
目
標
を
「
育
て

よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識
―
思
い

や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切

に
―
」
と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
ら
れ
ま
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

【
上
】

松
本
　
芳
子
�
４
５
―
０
０
０
１

【
須
恵
】
岩
�

熊
六
�
４
５
―
５
２
１
４

【
深
田
】
西
　
　
　
誓
�
４
５
―
４
７
２
５

【
深
田
】
坂
本
　
哲
郎
�
４
５
―
１
６
７
９

【
岡
原
】
上
田
　
昭
子
�
４
５
―
３
０
２
２

【
免
田
】
野
口
　
辰
紘
�
４
５
―
０
７
８
４

６
月
１
日
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

す
る
よ
う
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
詳
細
は

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
法
務
局
人
吉
支

局
（
�
２
２
―
３
３
９
３
）
と
人
権
擁
護

委
員
の
自
宅
で
は
毎
日
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
あ
さ
ぎ
り
町
　
町
民
課

�
４
５
―
７
２
１
３
（
直
通
）

「町民みんなで町づくり」

免田中学校　山口美里さん

私の住んでいるあさぎり町の将来といわれても先

の事だからあまり想像できないが、過去のあさぎり

町よりは必ず住みよい町になっていると思う。

２年前に５つの町・村が合併したばかりでまだま

だ改善していく点がたくさんある。中学校を統合し

たり、小学校を大きくしたり、また設備などを整え

たりなどが考えられる。

そうするためにもあさぎり町の町民が、レクリエー

ション活動やボランティア活動など色んな面で協力

する事が必要だと思う。

あさぎり町はもっといろんな事にチャレンジする

べきだと思う。現在、お祭りとかの数も多くあり楽

しいのだが、町民以外の熊本県民にあさぎり町をア

ピールするためにはそれだけではたりない。無理な

事かもしれないがもっと特色ある活動を増やした

り、テレビや新聞などであさぎり町の特色を紹介す

ることであさぎり町をどんどんアピールしていくべ

きだ。

あさぎり町はまだ町花や町鳥なども決まっていな

い。逆にそれを利用し、町花や町鳥を募集し、全国

の人にアピールすれば決まった町花などを見に行こ

うと、たくさんの人たちが来て、どんどんあさぎり

町は人気が出てくるのではないだろうか。あさぎり

町と聞いて知らない人がいなくなるぐらいのポピュ

ラーな町になっているのかもしれない。そうなった

ら「いい町づくりがしたい。」という町民の気持ち

が高まる。

今のあさぎり町も花がたくさん咲いていて町民の

方が手入れしてくださっている。しかし川は年々汚

れてきている。それではあさぎり町の将来はあぶな

い。みんなで「レッツクリーンウォーキングi nあさ

ぎり」のようなイベントを作って、町民そろって楽

しく掃除をしたり、ゴミ拾いをしたりするのはどう

か。

ゴミを拾ったりするのは、ふつうめんどうくさい

とか嫌だと思うものであるが、そういった人たちの

気持ちを変えるためにも、町民が協力し合い、ゴミ

一つ落ちていない町にすることで今までポイ捨てな

どをやっていた人も自然とゴミを捨ててはいけない

と思ってしまうのではないだろうか。

私も一人の中学生として、将来のあさぎり町を良

くするために何か活動をしたいと思い、クリーン活

動とかを小・中学校合同でやってみたいと考える。

そして、町を良くしたいと思うだけでは住みよい

町づくりをすることはできない。どんなに小さな事

でも実行することが大切だ。私は生徒会執行部とし

て学校をよくするために活動しているが、これから

は、もう少し視野を広げてあさぎり町のことを考え

た生徒会活動をしていきたい。

あさぎり町の将来が良きものとなるのを願い、町

民の笑顔あふれる町づくりをしていきたい。

＊この作文は町花・町鳥・町木などを制定する前に

募集されたもので、昨年1 0月に町花にリュウキン

カ、町鳥にヒバリ、町木にヒノキが制定されてい

ます。
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昨年６月から９月までの期間、あさぎり町の将

来」をテーマとした作文・絵画を町内小・中学生

を対象に募集しました。多数の素晴らしい作品の

応募があり、毎月優秀作品を紹介いたします。

「あさぎり町の未来」

免田小学校　大寺ひかりさん

あさぎり町のしょうらいは、ドームにかこまれて、

ドームの外には「風力発電」や「太陽光発電」のそ

う置があって、中は空気のすんだきれいな町になる

といいなあと思います。

い動は車を使わずに電車などを使って、なるべく

空気をよごさないようにして、みんながやさしくな

ると思います。

他の町ともとても仲良くして、自給率をあげ、輸

入先から食べものがこなくなっても大じょうぶなよ

うになってほしいです。

この中で一番になってほしいのはドームにかこま

れている町です。「風力発電」などを使えばオゾンそ

うとか守れるし、かんきょうにもやさしいからです。

実現したらとてもいいと思いますが、そのために

はたくさんの努力をしなければいけないと思います。

やはりどんなに願ってもひとり一人が努力しないと

できないと思いました。

「あさぎり町の将来」

免田小学校　皆越　望さん

私が考える将来のあさぎり町は、花や緑が多い、

自然あふれるすてきな町になってほしいと思いま

す。もし学校が統合したら、友達も沢山できるし、

色々なことに協力したり競争する力も大きくなって

いいことも増えるのではないのでしょうか。

これからは、お年よりとかもますます多くなるし、

子ども達も、病気やけがをした時、２４時間どんな

時でも対応してくれる大きな病院があったら、安心

できるのではないかと思います。

私達くらいの子ども達が、安心して遊ぶことがで

きる大きな大きな広場があって、色んな道具を使わ

なくても、一日中精一杯楽しめる子どもの楽園があ

ったらいいなーと思います。

緑あふれるあさぎり町で、町民が生き生きとした

生活ができる町であってほしいと思います。

「あさぎり町」の将来

上中学校

瀬口ありささん

あさぎりリュウキンカクラブは、部員２５名の

ママさんバレークラブです。合併前は免田リュウ

キンカクラブとして活動され、合併を機にあさぎ

り町内のママさんを中心に結成し、いろんな大会

に参加し活動されています。

毎週月・水・金曜日の週３回深田高山総合運動公

園体育館で練習されていますが家庭を第一に楽し

く活動されています。

「あさぎりリュウキンカクラブ」
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手
続
相
談
会
の
開
催

に
つ
い
て

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
11
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

場
所

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

人
吉
支
部

人
吉
市
寺
町
１
番
地

�
２
３
―
４
８
５
５

相
談
員

弁
護
士
、
調
停
委
員
、

裁
判
所
及
び
法
務
局
の
職
員

相
談
内
容

一
般
法
律
問
題
、
家

庭
問
題
、
金
銭
問
題
、
交
通
事

故
問
題
等

ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
預

金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金

は
「
＊
決
済
用
預
金
」
と
し
て
全

額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息

の
つ
く
普
通
預
金
な
ど
は
、
一
金

融
機
関
に
つ
き
預
金
者
一
人
当
た

り
、
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の

利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
具
体
的

に
ど
の
預
金
が
「
決
済
用
預
金
」

に
該
当
す
る
か
等
の
詳
細
は
、
金

融
機
関
の
窓
口
等
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

＊
決
済
用
預
金
は
、
「
無
利
息
、

要
求
払
い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
３
要
件

を
み
た
す
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
九
州
財
務
局
金
融
監

督
第
一
課

�
０
９
６
―
３
５
３
―
６
３
５
１
ま
で

平
成
17
年
度
「
配
水

管
工
技
能
講
習
会

Ⅰ
」
受
講
者
募
集

配
水
管
工
事
業
者
、
設
計
業
者

お
よ
び
水
道
事
業
体
の
水
道
技
術

者
を
対
象
と
し
た
平
成
17
年
度

「
配
水
管
工
技
能
講
習
会
Ⅰ
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

講
習
会
開
催
数
　
平
成
17
年
６
月

７
日
〜
（
15
回
予
定
）

講
習
会
場
　
福
岡
市
西
区
大
字
羽

根
戸
字
龍
の
下
４
８
６
　
「
福
岡

市
水
道
技
術
研
修
所
」

�
０
９

２
―
８
１
２
―
６
１
９
１

受
講
料
　
　
受
講
者
１
名
に
つ
き

６
万
円
（
テ
キ
ス
ト
、
材
料
、
傷

害
保
険
料
含
む
）

申
込
期
限
　
５
月
10
日
（
火
）
ま

で
必
着

お
申
し
込
み
の
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は
、

あ
さ
ぎ
り
町
　
水
道
課

�
４
５
―
７
２
２
２
ま
で

交
通
事
故
で

お
悩
み
の
方
へ

交
通
事
故
相
談

損
害
賠
償
問
題
や
示
談
の
仕
方

な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

専　
門　
の　
相　
談　
員　
が　
対　
応　
し　
ま　
す　
。　

熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所

�
０
９
６
―
３
８
４
―
２
３
７
２

〒
８
６
２
―
８
５
７
０
　
熊
本

市
水
前
寺
６
丁
目
18
番
１
号

熊
本
県
庁
行
政
棟
本
館
２
階

無
料
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

県
庁
で
の
交
通
事
故
相
談

月
〜
金
曜
日
　
9:00
〜

16:00

＊
祝
祭
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
を
除
く

場
所
　
熊
本
県
庁
行
政
棟
本
館

２
階

弁
護
士
来
所
日
　
毎
週
水
曜
日

13:00
〜

16:00

巡
回
に
よ
る
交
通
事
故
相
談
（
八
代
市
）

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

10:00
〜

15:00

＊
祝
祭
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
を
除
く

場
所
　
八
代
市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

�
０
９
６
５
―
３
３
―
４
４
５
２

あさぎり町グリーン・ツーリズム研究会会員募集のお知らせ

豊かな自然やおいしい農産物などあさぎり町が

もっているすばらしい宝物を活かしながら、都市

とあさぎり町、消費者と生産者の心の通ったあさ

ぎり町ならではの交流をめざすため、研究会の会

員を募集します。今年度の取り組みは、グリー

ン・ツーリズム先進地視察研修をはじめ、栗拾い、

ゆず狩りなどの体験を受け入れるモニターツアー

や、グリーン・ツーリズムのノウハウを学ぶ研修

会も実施する予定です。興味のある方はねぜひ一

緒に活動してみませんか。

（年会費）

一般会員　　５，０００円

賛助会員　　２，０００円

団体会員　１０，０００円

【お問い合わせ及び申込先】

あさぎり町グリーン・ツーリズム研究会事務局

あさぎり町　商工観光課　定住促進係まで

�４５－７２２０（直通）
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平成17年度保育士試験準備講習会

平成1 7年度保育士試験受験者及び、今後保育

士資格を目指している方を対象に行われます。

受付期間 ５月23日（月）～６月10日（金）

開催期間 ７月４日（月）～７月2 2日までの６

日間程度

講習科目 筆記試験科目９科目　実技試験科目

３科目

会　　場 熊本県交流館パレア、熊本テルサ

開催要項請求 長形３号の返信用封筒に請求者

の郵便番号・住所・氏名を明記の上、9 0円

切手を貼付し、「保育士試験準備講習会要項

請 求」 と 朱書 し て郵 送 して くだ さ い。

（テキストのみの購入可能）

請求・お問い合わせ先

〒860－0842 熊本市南千反畑町３番７号

熊本県総合福祉センター内

熊本県福祉人材・研修センター

『保育士試験準備講習会』係

�０９６－３２２－８０７７

FAX０９６－３２４－５４６４

自動車税についてのお知らせ

【自動車税の納付は５月末までに】

自動車税の納税通知書を５月初めにお送りし

ます。

納期限の５月3 1日（火）までに、最寄りの金

融機関や球磨地域振興局税務課、熊本県税事務

所、自動車税事務所で納めていただきますよう

お願いします。

【環境への配慮から自動車税の税額が増減され

ます】

環境への配慮から、排気ガスや燃費性能が優

れた環境負荷の小さい自動車（新車）は自動車

税が軽減され、一定年数を経過した環境負荷の

大きい自動車は自動車税が加算されます。

＊平成1 7年度に自動車税が加算（約1 0％）され

る自動車

・ディーゼル車　平成６年３月3 1日以前の登

録のもの

・ガソリン・ＬＰＧ車　平成４年３月3 1日以

前の登録のもの

お問い合わせ先

熊本県球磨地域振興局　税務課

�22－５１８９　FAX２４－７７９８




